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　新入生の皆さん、入学おめでとうございます。今年も後楽
園の地に約千名の新入生を迎え、毎年のこととはいえ、身の
引き締まる思いが致します。皆さんの入学を、心より歓迎致し
ます。
　入学にあたって、皆さんはなぜ理工学部を選んだのかを、
今一度考えてみましょう。理系は、実験や実習があって文系
のように時間的な余裕がない、勉強も難しい、時には変人
扱いされる（？）。それでも皆さんがあえて理工学部を選んだ
理由は何でしょう？それぞれに様々な理由があると思います
が、共通していることは科学や技術に対する夢や憧れがあっ
たということではないかと思います。
　塩野七生氏の著書の中に、「指導者に求められる資質と
は、知力、説得力、肉体上の耐久力、自己制御の能力、持続
する意志、の５つである。」ということが書かれています。これ
らの資質は、皆さんが将来、職業人として活躍していく上で
求められる資質でもあります。この中で「知力」や「説得力」
などは、学生生活を送る間に少しずつ身に付けていけるもの
と思います。しかし、その過程で「持続する意志」がいつでも
必要です。皆さんの抱く夢や憧れを、意志を持続させるため
の活力にして下さい。
　大学は夢を実現するための底力を養うところです。日々の
勉学の中で、意志を持続させて下さい。理工学部のスタッフは

「持続する意志」をもつ皆さんに、助力を惜しみません。皆さ
んの学生生活が実り多きものとなることを願っています。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。商学部教
職員は、「商学」という学問を共に探究できる多くの仲間を、
ここ多摩キャンパスにお迎えすることができたことを喜ばしく、
また誇らしく思います。
　「商学」という学問領域の直接的な対象は企業活動に代
表されるビジネス（組織の営み）にほかなりません。企業はそ
れ自体で単独に存在しているのではなく、経済社会全体を
構成する要素として経済社会や環境に影響を与え、またそこ
から影響を受けるという相互関係の中で成立しています。し
かも、ビジネスは私たちの生活を内包し、人々の日常的活動
の外延上に存在していることになります。それゆえ商学領域
を学ぶには企業単体の行動に目を向けるだけでは不十分で
あり、周辺の経済学領域や外国語、人文・社会学などに視
野を広めることが、国際競争力の向上を目指す日本企業、ひ
いては世界の企業動向を学ぶ皆さんに求められています。
　大学では、学年が進むにつれて多くの学生はより専門的
な分野に研究対象を絞るのが一般的です。これまでの勉強
と決定的に異なるのは、学問対象となる事象や実態を科学
的に分析する力を身につけることが重要となる、ということで
しょう。そのような視点から自ら進んで講義やゼミに参加して
ください。
　人の存在は企業の存在と似ています。人は社会との関
係で存在しています。人はおよそ単独で生きられないでしょう
し、他人から影響を受け他人に影響を与えます。大学ではこ
れまで以上に主体性と協調性が求められます。今しか得ら
れない友人を作り、友人から異なる価値観を学び、新たな自
己の発見と創造に時間を費やすこともできるはずです。いま
いくらかの不安を抱えていても、勇気をもって自分の殻（世界
観）から半歩先に飛び出してみてください。
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持続する意志ようこそ、新・中大生！




